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自然の事物・現象に関心を持ち、主体的に授業に取り組んでいるか。

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組
む態度の各観点を考慮し，総合的に評価する。

化学反応式や物質量の理解を通じて、化学の理論分野をマスターしましょう。また、資料や視聴覚教材
を活用し、物質や化学現象についての理解を深めましょう。

3

３章　酸化還元反応　１節　酸化と還元
　　　　　　　　　  ２節　酸化剤と還元剤

　　　　　　      　３節　金属の酸化還元反応      ４節　酸化還元反応の応用

終章　化学が拓く世界
授業プリント　問題集
学年末考査

４．学習状況の評価方法

５．担当者からのメッセージ

３．評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

自然の事物・現象における原理・法則などの基本的な知識を理解し、実験・観察の技能を
体得しているか。

自然界の事象に関して、様々な観点から考察を加え、理論的に表現できるか。
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３編　物質の変化
１章　物質量と化学反応式　 １節　原子量・分子量・式量　 ２節　物質量
　　　　　　　　　　　　　 ３節　溶液の濃度

                           ４節　化学反応の表し方
　　　　　　　　　　　　　 ５節　化学反応式の表す量的関係

授業プリント　問題集
中間考査

２章　酸と塩基　           １節　酸と塩基
　　　　　　　　　　   　　２節　水素イオン濃度とpH

                           ３節　中和反応と塩           ４節　中和滴定 授業プリント　問題集
期末考査
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１編　化学と人間生活
　　１章　化学とは何か
　　２章　物質の成分と構成元素

２編　物質の構成
１章　原子の構造と元素の周期表　　１節　原子の構造　２節　電子配置
　　　　　　　　　　　　　　　　　３節　元素の周期表

授業プリント　問題集
中間考査

２章　化学結合　１節　イオンとイオン結合　　　 ２節　分子と共有結合
　　　　        ３節　金属と金属結合

                ４節　化学結合と物質の分類 授業プリント　問題集
期末考査

学習の到達目標

１．化学が物質を対象とする科学であることや化学が人間生活に果たしている役割を理解
できる。
２．原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解できる。
３．化学反応の量的関係、酸と塩基の反応及び酸化還元反応の基本的な概念や法則が理解
できる。

教科書・副教材 東京書籍　新編化学基礎　　　東京書籍　ニューサポート　新編化学基礎

学習内容 試験・課題・提出物等

教科名 科目名 科 コース

理科 化学基礎 普通 全コース


